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明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
東
京
帝
国
大
学
独
法
科
に
進
学
す
る
が
、

西
田
が
京
都
帝
国
大
学
に
着
任
し
た
と
聞
き
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年

九
月
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
転
学
し
、
再
び
西
田
に
師
事
し
た
（
新
野

崎
二
一
七
）。
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
七
月
に
卒
業
し
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）

年
九
月
、
智
山
大
学
講
師
に
迎
え
ら
れ）

2
（

、
西
洋
哲
学
史
と
論
理
学
の
講
義
を

し
た
（
新
野
崎
二
二
一
）。
生
前
は
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
モ
ナ
ド
に
は
窓
が
な

い
」
に
ち
な
ん
だ
「
無
窓
」
を
号
と
す
る
。
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
六
月
一

七
日
、
心
臓
発
作
で
突
然
死
し
た
。
享
年
二
八
。

　
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
七
月
、
私
家
版
の
遺
稿
集
『
無
窓
遺
稿
』
が
小

笠
原
秀
實
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
。
後
年
、
務
台
理
作
と
高
坂
正
顕
が
再
編

集
し
、
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
九
月
『
懺
悔
と
し
て
の
哲
学
』（
弘
文
堂

書
房
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
西
田
は
跋
で
「
野
崎
君
の
死
は
余
に
取
っ
て

は
自
己
の
い
く
ら
か
ゞ
奪
ひ
去
ら
れ
た
や
う
に
思
は
れ
、
言
ひ
あ
ら
は
す
こ

と
の
で
き
な
い
一
種
の
寂
し
さ
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
」（
旧
野
崎
・
跋
三
、

新
野
崎
一
八
五
、
西
田
一
三
│
二
〇
三
）
と
述
べ
た
。

は
じ
め
に

　
筆
者
は
『
比
較
思
想
研
究
』
第
四
六
号
で
、
真
言
宗
智
山
派
総
本
山
・
智

積
院
の
境
内
に
か
つ
て
あ
っ
た
智
山
大
学
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
西
田
幾
多

郎
が
足
掛
け
一
〇
年
通
っ
て
教
鞭
を
と
っ
た
事
実
を
指
摘
し
た
。
今
回
は
、

西
田
が
智
山
大
学
で
教
え
た
高
神
覚
昇
を
論
じ
る
。
高
神
が
智
山
大
学
で
特

に
親
炙
し
た
の
が
、
西
田
の
弟
子
の
野
崎
廣
義
だ
っ
た
。

　
本
稿
は
、
中
期
以
降
の
西
田
の
最
重
要
概
念
で
あ
る
「
場
所
」
が
、
高
神

に
深
く
関
係
し
た
思
想
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
提
示
す
る
。

一
　
野
崎
廣
義
と
高
神
覚
昇
の
略
歴

　
野
崎
の
略
歴
は
野
崎
三
郎
「
亡
兄
の
略
年
譜
に
代
へ
て
」（
新
野
崎
二
一
〇

〜
二
二
四
）
に
詳
し
い）

1
（

。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
四
月
八
日
、
富
山
県

射
水
郡
七
美
村
生
ま
れ
。
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
九
月
、
第
四
高
等
学

校
に
入
学
し
て
西
田
幾
多
郎
に
教
わ
る
。

〈
研
究
論
文
７
〉

坂
　
本
　
慎
　
一
　

　
西
田
哲
学
の
「
場
所
」
と
高
神
覚
昇

─
野
崎
廣
義
と
共
に

─
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高
神
の
関
係
は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

　
高
神
は
自
序
で
「『
一
』
よ
り
『
六
』
ま
で
は
各
々
題
は
異
っ
て
い
る
が
、

内
面
的
に
深
い
関
係
が
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
読
者
は
そ
の
つ
も
り
で
よ

ま
れ
た
い
」（
高
神
一
│
一
三
）
と
し
て
お
り
、
最
も
重
要
な
の
は
第
六
章
「
俺

は
俺
だ
の
哲
学
」
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

２　
「
我
は
我
な
り
」「
甲
は
甲
な
り
」
の
問
題

　
初
期
西
田
、
野
崎
、
高
神
は
同
じ
問
題
を
追
っ
て
い
た
。
ま
ず
「
我
は
我

な
り
」（Ich bin Ich

）
に
つ
い
て
、
西
田
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
我
が
我
の
同
一
を
知
る
、
知
る
我
と
知
ら
れ
る
我
と
同
一
で
あ
る
、

斯
く
自
覚
す
る
こ
と
が
我
の
本
質
で
あ
り
、
我
の
存
在
理
由
で
あ
っ
て
、

此
の
如
き
一
々
の
自
覚
作
用
が
我
に
於
て
事
実
で
あ
り
、
我
の
歴
史
で

あ
る
、
我
は
我
を
反
省
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
す
る
の
で
あ
る
。（
西

田
二
│
一
〇
八
）

　
同
様
に
、
野
崎
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　（
哲
学
は
）
実
は
我
自
身
の
批
評
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
、

即
ち
批
評
す
る
も
の
も
批
評
さ
れ
る
も
の
も
我
で
あ
る
。（
旧
野
崎
八
）

　
野
崎
を
紹
介
し
て
高
神
は
「
故
人
（
＝
野
崎
）
が
最
後
に
到
達
し
た
る
自

覚
の
天
地
は
、
こ
れ
実
に
『
俺
は
俺
』
の
体
験
で
あ
っ
た
。
げ
に
こ
の
驚
く

べ
き
宣
言
こ
そ
、
や
が
て
こ
れ
哲
学
の
最
後
の
使
命
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

う
」（
高
神
一
│
八
九
）
と
述
べ
る
。
高
神
自
身
は
次
の
様
に
述
べ
た
。

　
自
己
の
上
に
一
切
衆
生
を
見
、
一
切
衆
生
の
上
に
自
己
の
姿
を
認
め

た
る
釈
尊
の
自
覚
は
、
ま
さ
し
く
こ
れ
「
俺
は
俺
だ
」
の
体
験
で
は
な

い
か
。（
高
神
一
│
九
〇
）

　「
俺
は
俺
だ
」
を
仏
教
に
引
き
付
け
た
こ
と
は
後
に
重
要
な
鍵
と
な
る
。

　
高
神
覚
昇
は
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
一
〇
月
二
七
日
、
愛
知
県
海
部

郡
市
江
村
出
身
。二
歳
で
三
重
県
鈴
鹿
市
の
林
光
寺
（
新
義
真
言
宗
智
山
派
）

住
職
・
高
神
覚
明
の
養
子
と
な
る）

3
（

。
一
四
歳
で
得
度
を
受
け
、
長
じ
て
智
山

大
学
に
入
学
し
、
谷
本
富
）
4
（

、
西
田
、
野
崎
に
師
事
す
る
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）

年
三
月
に
卒
業
後
、
大
谷
大
学
で
西
田
と
佐
々
木
月
樵
に
学
ぶ
。
東
大
寺
に

留
学
し
て
佐
伯
定
胤
に
学
び
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
、
智
山
大
学

助
教
授
に
就
任
し
た
（
昭
和
三
〔
一
九
二
八
〕
年
四
月
教
授
）。
高
神
は
、
野

崎
の
思
想
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
た
『
価
値
生
活
の
体
験
』（
後
述
）
を
大
正
一

一（
一
九
二
二
）
年
、
谷
本
と
西
田
の
序
文
で
出
版
。
そ
の
後
も
『
仏
教
序
説
』

（
一
九
二
四
年
）、『
密
教
概
論
』（
一
九
三
〇
年
）
な
ど
を
世
に
送
る
。

　
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
四
月
末
か
ら
二
週
間
、
ラ
ジ
オ
で
全
国
放
送
し

た
「
般
若
心
経
講
義
」
は
反
響
を
呼
び
）
5
（

、
友
松
圓
諦
と
共
に
「
全
日
本
真
理

運
動
」
を
起
こ
し
た
。
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
真
言
文
化
協
会
理
事
長

に
就
任
。
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
糖
尿
病
に
な
り
失
明
し
た
。
昭
和
二

三
（
一
九
四
八
）
年
二
月
二
六
日
示
寂
。
享
年
五
三
。

　
高
神
は
晩
年
ま
で
自
宅
を
「
無
窓
庵
」、
主
宰
す
る
私
塾
を
「
無
窓
塾
」

と
号
し
、
野
崎
の
思
想
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
。
野
崎
亡
き
後
、
西
田
に
と

っ
て
高
神
は
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

二
　
共
通
し
て
三
者
が
追
っ
た
問
題

１　

高
神
覚
昇
『
価
値
生
活
の
体
験
』

　
高
神
覚
昇
が
二
七
歳
の
時
に
出
版
し
た
『
価
値
生
活
の
体
験
』（
一
九
二
二

年
）
は
、
初
の
本
格
的
な
著
作
で
あ
り
、
谷
本
と
西
田
が
序
文
を
寄
せ
た
。

西
田
の
序
文
は
新
版
の
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
に
も
採
録
さ
れ
ず
、
西
田
と
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神
一
│
七
四
）「
即
し
た
る
」（
高
神
一
│
八
一
）「
至
ら
ん
と
す
る
」（
高
神
一

│
一
三
七
）
と
述
べ
る
。
要
す
る
に
三
者
と
も
決
定
的
な
結
論
に
至
っ
て
い

な
い
。「
悪
戦
苦
闘
の
ド
ッ
キ
ュ
メ
ン
ト
」（
西
田
二
│
一
一
）
は
、
三
者
に
共

通
し
て
い
た
と
言
え
る
。

三
　「
仏
に
於
て
自
己
を
見
出
す
」
と
「
場
所
」

　
高
神
は
大
正
一
三（
一
九
二
四
）
年
一
一
月
『
仏
教
序
説
』
を
刊
行
し
た
（
序

文
は
九
月
）。
成
仏
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
説
明
す
る
。

　
本
当
の
自
己
、
本
来
の
面
目
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
し
く

成
仏
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
阿
弥
陀
仏
の
摂
取
不
捨
の
本
願
力
に
乗
托

し
て
、
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
一
応
は
非
常
に
異
っ

た
も
の
の
様
に
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
仔
細
に
考
え
て
み
る
と
、
こ

れ
は
つ
ま
り
同
一
の
も
の
を
異
っ
た
方
面
よ
り
眺
め
た
る
も
の
に
外
な

ら
な
い
。
何
故
か
と
い
う
に
聖
道
教
は
つ
ま
り
自
己
に
お
い
て
仏
を
見

出
す
こ
と
で
あ
り
、
浄
土
教
は
仏
に
於
て
自
己
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。

結
局
両
者
ひ
と
し
く
自
己
と
仏
と
を
同
一
世
界
に
於
て
眺
め
ん
と
す
る

も
の
に
す
ぎ
な
い
。
今
試
み
に
図
に
よ
っ
て
こ
れ
を
示
し
て
み
る
と
こ

う
な
る
と
思
う
。（
高
神
九
│
二
六
八
）

　
こ
の
図
が
、
図
１
、
２
で
あ
る
。
図
２
、
聖
道
教
の
「
自
己
に
お
い
て
」

の「
於
て
」は
自
己
を「
中
心
と
し
て
」仏
を
見
出
す
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

図
１
、
浄
土
教
の
「
仏
に
於
て
自
己
を
見
出
す
」
の
「
於
て
」
は
西
田
の
「
場

所
」
と
同
様
で
あ
る
。
西
田
は
「『
於
て
あ
る
場
所
』
と
い
ふ
如
き
も
の
」（
西

田
四
│
二
一
八
）
と
か
「
有
る
も
の
は
何
か
に
於
て
あ
る
と
考
へ
ざ
る
を
得

な
い
」（
西
田
四
│
二
二
五
）
と
述
べ
る
。

　
さ
ら
に
「
甲
は
甲
な
り
」「
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
も
三
者
が
考
察
し
た
問
題
で

あ
っ
た
。
代
表
的
な
発
言
を
列
記
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
普
通
に
は
「
甲
は
甲
で
あ
る
」
と
い
ふ
こ
と
は
単
に
論
理
形
式
と
考

へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
如
き
形
式
の
意
味
も
我
々
に
直
接

な
意
識
発
展
の
体
験
を
離
れ
て
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。（
西
田
二

│
七
二
）

　「
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
と
い
ふ
自
同
律
に
就
て
観
る
と
、
普
通
主
語
の

Ａ
と
客
語
の
Ａ
と
は
内
容
に
於
て
も
ち
が
っ
た
所
の
な
い
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
哲
学
的
思
惟
の
上
で
は
始
め
の
Ａ
が
後

の
Ａ
に
発
展
す
る
も
の
と
考
へ
、
内
容
即
ち
意
味
の
開
展
が
あ
る
も
の

と
す
る
の
で
あ
る
。（
旧
野
崎
一
九
八
〜
一
九
九
、
新
野
崎
三
八
）

　
ま
こ
と
に
俺
は
俺
で
あ
る
。
そ
れ
は
丁
度
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
と
い
う
命

題
の
如
く
、
私
ど
も
に
と
っ
て
は
説
明
を
要
せ
な
い
自
明
の
理
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
自
明
の
真
理
で
あ
る
こ
の
一
個
の
命
題
は
、
私
ど
も
の
容

易
に
説
明
で
き
ぬ
ふ
か
い
意
味
を
有
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。（
高
神
一

│
八
九
）

　
そ
の
他
「
赤
は
赤
い
」
も
、
三
者
は
共
通
し
て
取
り
上
げ
た）

6
（

。

　
主
語
の
「
我
」
と
述
語
の
「
我
」
は
ど
の
よ
う
な
関
係
か
、
大
正
一
三
（
一

九
二
四
）
年
以
前
の
三
者
の
言
説
を
断
片
的
に
列
挙
す
る
と
、
西
田
は
、
我

が
我
を
「
包
含
」
す
る
（
西
田
一
│
一
〇
一
）「
感
得
す
る
」（
西
田
一
│
一
八

九
）「
自
己
の
中
に
自
己
を
写
す
」（
西
田
二
│
一
九
七
）「
発
展
し
て
い
く
」

（
西
田
二
│
二
八
七
）、
野
崎
は
「（
凡
夫
が
超
人
）
と
な
る
」（
新
野
崎
一
一
）

「（
不
可
思
議
の
世
界
の
）
扉
に
手
を
掛
け
た
」（
新
野
崎
一
八
）「（
全
称
的
の

力
で
も
っ
て
）
現
は
れ
来
る
」（
新
野
崎
一
九
）、
高
神
は
「
見
出
さ
る
る
」（
高
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す
る
。
私
が
私
に
於
て
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
」（
西
田
五
│
六
二
）

と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
一
般
化
さ
れ
、「
個
物
的
な
る
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
に

は
、
す
べ
て
の
個
物
を
包
み
之
を
限
定
す
る
一
般
者
と
い
ふ
も
の
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
が
超
越
的
述
語
面
と
か
場
所
と
か
い
ふ
の
は
、
か
ゝ
る
も

の
を
意
味
し
て
居
る
の
で
あ
る
」（
西
田
五
│
四
二
一
）
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。「
甲
は
甲
で
あ
る
」
は
、
周
知
の
様
に
「
場
所
」
の
着
想
か
ら
、「
述

語
と
な
っ
て
主
語
と
な
ら
な
い
も
の
を
考
へ
得
る
」（
西
田
五
│
三
五
）
と
展

開
さ
れ
た
。

四
　
胎
蔵
曼
荼
羅
と
「
場
所
」

　
西
田
の
「
場
所
」
と
よ
く
似
た
高
神
の
「
仏
」
と
は
何
か
。
こ
れ
は
大
悲

胎
蔵
生
曼
荼
羅
（
胎
蔵
曼
荼
羅
）
を
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
的
に
簡
略
化
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
高
神
は
「
仏
に
於
て
自
己
を
見
出
す
」
に
つ
い
て
、『
真
理
へ
の
思
慕
』（
一

九
二
六
年
）
で
再
論
し
、「『
あ
る
も
の
』
と
し
て
の
自
己
の
上
に
、『
あ
る
べ

き
も
の
』
と
し
て
の
自
己

│
一
を
小
我
、
仮
我
と
い
え
ば
、
一
は
大
我
、

真
我
と
い
わ
れ
る
べ
き
も
の

│
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
高
神
二
│
一
八

九
）
と
し
、「
宇
宙
」
が
「
大
我
」（
高
神
二
│
二
四
四
）
で
あ
る
と
す
る
。『
密

教
概
論
』（
一
九
三
〇
年
）
で
は
、「
大
に
し
て
は
宇
宙
、
小
に
し
て
は
わ
れ

ら
個
人
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
金
胎
両
部
の
曼
荼
羅
で
あ
る
と
同
時
に
、
理
智

不
二
の
法
身
大
日
如
来
で
あ
る
の
で
あ
る
」（
高
神
五
│
五
五
）
と
述
べ
る
。

「
仏
に
於
て
自
己
を
見
出
す
」
は
、
両
部
の
曼
荼
羅
が
該
当
す
る
が
、
大
日

如
来
が
中
央
だ
け
に
描
か
れ
て
い
る
胎
蔵
曼
荼
羅
の
方
が
理
解
し
や
す
い
。

近
代
真
言
宗
の
特
徴
で
あ
る
「
我
即
大
日
」（
高
神
一
│
二
二
一
）
を
想
起
す

　
西
田
が

初
め
て

「
場

所
」

を
特
別
な

意
味
で
述

べ
た
の

は
、
大
正

一
三
（
一

九
二
四
）

年
一
〇
月

一
日
発
行

の
『
哲
学
研
究
』
第
一
〇
三
号
（
京
都
哲
学
会
）
一
〇
八
頁
、
つ
ま
り
次
の

箇
所
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る）

7
（

。

　
私
は
真
の
自
覚
は
自
分
の
中
に
於
て
自
分
を
知
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
と
思
ふ
。
単
に
主
と
客
と
一
と
云
へ
ば
、
所
謂
反
省
以
前
の
直
観
と

い
ふ
如
き
も
の
と
も
考
へ
得
る
で
あ
ら
う
、
自
覚
の
意
識
の
成
立
す
る

に
は
『
自
分
に
於
て
』
と
い
ふ
こ
と
が
附
加
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
知

る
我
と
、
知
ら
れ
る
我
と
、
我
が
我
を
知
る
場
所
と
が
一
つ
で
あ
る
こ

と
が
自
覚
で
あ
る
。（
西
田
四
│
一
二
七
）

　
同
じ
問
題
を
追
っ
て
い
た
西
田
と
高
神
は
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年

九
月
頃
ほ
ぼ
同
時
に
、
自
己
が
「
於
て
」
あ
る
何
か
に
つ
い
て
、
初
め
て
言

及
し
た
の
で
あ
る
。

　「
場
所
」
の
着
想
を
得
て
、
西
田
は
「
我
は
我
な
り
」
の
問
題
に
一
定
の
解

決
を
得
た
。
ま
ず
「
私
が
私
で
あ
る
と
い
ふ
自
覚
は
既
に
場
所
の
意
義
を
有

（高神9─268～269）『仏教序説』（1924 年）
図1　浄土教の成仏 図2　聖道教の成仏
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踏
襲
し
た
（
高
神
五
│
一
八
五
）。

　
権
田
は
即
身
成
仏
へ
至
る
過
程
を
、
外
院
（
一
番
外
側
）
か
ら
中
央
の
八

葉
院
へ
の
推
移
と
し
て
読
む
（
真
言
宗
選
書
一
三
│
三
八
〜
四
一
）。
一
般
的

に
は
左
右
か
ら
中
央
へ
至
る
三
段
階
で
あ
り
、
周
囲
に
善
知
識
が
い
な
い
等
、

修
行
の
段
階
が
一
段
多
く
な
っ
て
四
段
階
に
な
る
個
別
の
場
合
を
上
下
（
前

後
）
で
示
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
権
田
独
特
の
解
釈
と
言
っ
て
よ
い）

9
（

。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
西
田
『
哲
学
論
文
集
第
一
』（
一
九
三
五
年
）

の
図
４
を
見
た
い
。

　
西
田
は
「
こ
れ
が
私
の
弁
証
法
的
一
般
者
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
」（
西
田
八

│
二
二
一
）
と
述
べ
る
。
別
の
所
で
「
真
の
弁
証
法
的
一
般
者
の
限
定
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
は
、
…
…
場
所
的
限
定
の
意
味
を
有
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」（
西
田
七
│
一
四
九
）
と
言
っ
て
お
り
、
こ
の
図
は
「
場
所
」
を

れ
ば
、
中
央
に
我
、
宇
宙
全
体
を
仏
と
解
釈
で
き
る
。

　
西
田
の
「
場
所
」
が
真
言
宗
の
曼
荼
羅
と
類
似
す
る
こ
と
は
、
上
田
閑
照

が
次
の
様
に
指
摘
し
て
い
た
。

　
曼
荼
羅
で
表
さ
れ
る
も
の
は
私
た
ち
が
存
在
す
る
本
当
の
場
所
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
場
所
に
あ
る
こ
と

が
私
た
ち
の
あ
り
方
で
す
か
ら
、
曼
荼
羅
が
本
当
の
場
所
だ
と
い
う
こ

と
は
、
そ
こ
に
直
ち
に
私
た
ち
の
本
当
の
あ
り
方
が
表
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
人
間
の
い
わ
ゆ
る
深
層
心
理
の
象
徴
的
表
現

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
的
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
通
じ
て

初
め
て
本
当
の
人
間
で
あ
る
よ
う
な
あ
り
方
の
表
現
で
あ
り
、
同
時
に

宇
宙
の
真
実
相
が
表
さ
れ
て
い
る
、
そ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
私
た
ち
の
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
は
西
田
哲
学
の
言
葉
で
言
え
ば

『
場
所
的
自
己
』で
す
が
、…
…
本
当
の
場
所
が
曼
荼
羅
と
し
て
開
顕
し
、

本
当
の
場
所
に
開
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
当
の
自
分
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
ま
た
そ
の
本
当
の
自
分
が
曼
荼
羅
で
示
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
よ

う
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す）

8
（

。

　
我
々
は
、
上
田
の
こ
の
指
摘
を
も
っ
と
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　
高
神
は
『
密
教
概
論
』（
一
九
三
〇
年
）
で
、
胎
蔵
曼
荼
羅
を
図
３
の
様

に
簡
略
化
し
た
。
高
神
は
、「
現
図
は
左
右
三
重
、
前
後
四
重
の
組
織
で
あ

る
に
対
し
、
経
所
説
の
曼
荼
羅
は
左
右
前
後
共
に
各
三
重
で
あ
る
」（
高
神

五
│
一
七
四
）
と
述
べ
、
中
央
の
八
葉
院
を
数
え
ず
、
左
右
が
三
重
構
造
、

上
下
（
前
後
）
が
四
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
視
す
る
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
、
権
田
雷
斧
『
曼
荼
羅
通
解
』（
丙
午
出
版
社
、
一
九
一
六
年
）
を

図3　胎蔵曼荼羅（高神5─168）
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が
で
き
る
。

　
Mx
が
「
場
所
」≒「
仏
」
と
す
る
と
、
mx
は
「
行
為
的
自
己
mx
」（
西
田
八

│
二
三
五
）
で
あ
る
か
ら
、
高
神
の
「
仏
に
於
て
自
己
を
見
出
す
」
は
「
Mx

に
於
て
mx
を
見
出
す
」
と
言
え
る
。
西
田
は
「
Mx
に
於
て
あ
る
mx
」（
西
田

八
│
二
三
三
）
と
述
べ
る
。

　
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
高
神
は
仏
も
自
己
も
大
日
如
来
で
あ
る
と
述
べ
た
。

Ｍ
に
つ
い
て
はM

edium

（
西
田
一
四
│
一
八
九
）
と
い
う
説
明
も
あ
る
が
、

「
絶
対
者
Ｍ
」（
西
田
八
│
二
五
七
）
と
い
う
表
現
も
あ
る
の
で
、

M
ahāvairocana

（
大
日
如
来
）
と
読
ん
だ
方
が
意
味
は
通
る
様
で
あ
る
。

　
権
田
は
、
一
切
の
仏
教
は
密
教
に
よ
ら
な
け
れ
ば
十
分
な
解
釈
は
で
き
ず
、

一
切
の
仏
教
の
総
体
、
真
髄
は
曼
荼
羅
で
あ
る
と
述
べ
、
曼
荼
羅
の
思
想
は

「
西
洋
の
哲
学
に
超
出
す
る
と
こ
ろ
あ
る
」（
真
言
宗
選
書
一
三
│
一
四
）
と

主
張
す
る
。「
今
日
の
世
界
史
的
立
場
に
立
っ
て
、
仏
教
か
ら
新
ら
し
き
時

代
へ
貢
献
す
べ
き
も
の
が
な
い
の
で
あ
ら
う
か
」（
西
田
一
一
│
四
六
二
）
と

考
え
る
西
田
は
、
権
田
の
立
場
を
発
展
さ
せ
た
と
解
釈
で
き
る
。

五
　
他
の
類
似
す
る
思
想

　
以
下
、
傍
証
と
し
て
両
者
の
他
の
類
似
性
も
指
摘
し
た
い
。
高
神
『
仏
教

序
説
』（
一
九
二
四
年
）
は
、
木
村
泰
賢
『
解
脱
へ
の
道
』（
甲
子
社
書
房
、

一
九
二
四
年
）
に
記
載
さ
れ
た
図
５
、
６
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
図
に
つ

い
て
高
神
は
「
自
我
の
発
展
と
拡
充
と
に
つ
き
、
こ
れ
を
内
面
的
と
外
面
的

と
の
二
方
向
よ
り
観
察
し
、
自
我
は
一
方
に
は
段
々
と
内
面
的
に
後
退
す
る

と
同
時
に
、
他
方
に
は
漸
次
外
面
的
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
」（
高
神
九

│
三
七
七
）
と
説
明
す
る
。
図
５
は
常
識
的
自
我
（
身
体
）、
生
理
的
自
我

発
展
さ
せ
た
も

の
と
解
釈
で
き

る
。「
無
限
大

の
円
」（
西
田

六
│
一
八
八
）

を
図
示
す
る
た

め
、
一
番
外
側

が
点
線
で
描
か

れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
西
田
は
Ｅ
が

個
物
的
限
定
、

Ａ
が
一
般
的
限
定
と
し
て
お
り
、「
特
殊
者
Bx
」（
西
田
八
│
二
四
九
）
と
い

う
概
念
も
示
す
。
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
『
哲
学
入
門
』『
小
論
理
学
』
等
か
ら
の

借
用
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、Einzelheit, Allgem

einheit, Besondersheit

と
思

わ
れ
る
。

　
高
神
に
よ
る
胎
蔵
曼
荼
羅
の
簡
略
図
と
比
較
す
る
と
、
四
角
と
円
と
い
う

相
違
は
あ
る
が
、
次
の
特
徴
が
一
致
す
る
。

①
　
平
面
で
無
限
大
の
大
き
さ
（
曼
荼
羅
は
宇
宙
全
体
を
平
面
で
示
す
）

②
　
基
本
的
に
三
重
構
造
（
中
央
も
数
え
る
な
ら
四
重
）

③
　
縦
が
個
別
（
Ｅ
）、
横
が
一
般
（
Ａ
）

　
西
田
の
図
４
は
、
高
神
が
説
明
す
る
胎
蔵
曼
荼
羅
を
原
型
と
し
、
要
素
を

記
号
化
し
た
可
能
性
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
南
方
熊

楠
の
「
南
方
曼
荼
羅
」
に
倣
っ
て
、
こ
れ
は
「
西
田
曼
荼
羅
」
と
呼
ぶ
こ
と 図4　弁証法的一般者（西田8─221）
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無
限
に
自
己
の
中
に
自
己

を
見
て
行
く
の
で
あ
る
、
か
ゝ

る
意
味
に
於
て
は
自
覚
は
無
限

の
過
程
と
も
考
へ
る
こ
と
が
で

き
る
。（
西
田
五
│
三
五
五
）

　
中
期
西
田
は
、
図
５
、
６
を
時
々

念
頭
に
お
い
て
い
た
可
能
性
を
想
起

で
き
る
。
後
に
西
田
は
「
世
界
の
進
展
は
円
の
中
に
円
を
描
く
と
考
へ
ら
れ

る
」（
西
田
七
│
二
〇
八
）
と
述
べ
た
。

　
高
神
『
仏
教
序
説
』（
一
九
二
四
年
）
に
は
、
図
７
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

高
神
の
言
う
発
心
、
修
行
、
成
仏
の
過
程
が
、
西
田
の
図
８
の
自
由
意
志
、

行
為
的
一
般
者
、
意
味
了
解
と
重
な
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
出
発
点
と
し
て

最
初
に
悟
り
を
開
き
た
い
と
い
う
発
心
＝
自
由
意
志
が
あ
り
、
修
行
＝
行
為

を
経
て
、
成
仏
＝
意
味
了
解
へ
至
る
と
捉
え
る
と
、
図
８
は
図
７
の
発
展
形

と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
に
も
両
者
は「
永
遠
の
今
」（
西
田
六
│
一
三
一
）と「
永
遠
な
る
今
」（
高

神
二
│
六
九
）、

弁
証
法
（
西
田
六

│
八
）
と
止
揚

（
高
神
二
│
二
七

〇
）、絶
対
無（
西

田
五
│
一
七
七
）

と
絶
対
空
（
高
神

二
│
二
八
三
）、

（
呼
吸
）、
心
理
的
自
我
（
精
神
）、
真
我
へ
の
沈
潜
を
意
味
し
、
そ
れ
が
同

時
に
図
６
で
は
身
体
、家
族
、国
家
、全
人
類
、宇
宙
へ
広
が
る
こ
と
を
示
す
。

　
こ
れ
ら
の
図
を
念
頭
に
お
き
、
次
の
中
期
西
田
の
言
葉
を
見
た
い
。

　
我
々
の
自
覚
的
立
場
を
深
め
て
行
く
に
従
っ
て
、
所
謂
自
然
界
以
上

の
対
象
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。（
西
田
四
│
三
〇
九
）

　
自
分
の
内
を
知
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
自
分
の
外
の
も
の
を
知
る
と

い
ふ
こ
と
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。（
西
田
四
│
二
一
五
）

　
内
的
事
実
即
外
的
事
実
、
外
的
事
実
即
内
的
事
実
（
西
田
六
│
五
）

　
直
観
的
自
己

の
意
味
に
於
て

我
々
の
自
己
は
深

め
ら
れ
広
げ
ら
れ

て
行
く
の
で
あ

る
、
社
会
的
自
己

と
い
ふ
如
き
も
の

は
斯
く
し
て
考
へ

ら
れ
る
の
で
あ

る
。（
西
田
六
│

一
〇
七
）

　
ま
た
図
５
の
四
重
の

「
自
我
」
を
無
限
に
円

が
重
な
る
図
へ
拡
張
す

れ
ば
、
次
の
言
葉
と
重

な
る
。

図5　（高神9─376）
木村泰賢『解脱への道』95頁

図6　（高神9─377）
『解脱への道』97頁

図7　（高神9─270）
『仏教序説』（1924 年）

図8　（西田5─481、1930 年）
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　（
3
）
高
神
覚
昇
の
事
績
は
、『
高
神
覚
昇
選
集
』
第
一
〇
巻
巻
末
の
「
略
年
譜
」
二
〇

一
〜
二
一
二
頁
を
参
照
し
た
。
し
か
し
こ
の
「
略
年
譜
」
は
誤
植
が
多
く
、
随
時
他

の
情
報
も
参
照
し
た
。

　（
4
）
谷
本
は
京
都
帝
国
大
学
退
任
後
、
智
山
大
学
顧
問
兼
講
師
と
な
っ
て
そ
の
運
営

に
尽
力
し
た
。
前
掲
『
智
山
学
報
』
第
三
号
、
二
二
一
〜
二
二
四
頁
参
照
。

　（
5
）
坂
本
慎
一
『
戦
前
の
ラ
ジ
オ
放
送
と
松
下
幸
之
助
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
一
一

年
）
二
一
〇
〜
二
一
一
頁
で
、
友
松
圓
諦
の
ラ
ジ
オ
放
送
と
真
理
運
動
の
発
端
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　（
6
）
「
赤
は
赤
い
」
の
典
拠
だ
け
列
記
す
る
と
、（
西
田
二
│
一
九
六
）（
西
田
一
五
│
二

一
七
）（
西
田
一
七
│
三
八
四
）（
旧
野
崎
一
一
三
）（
旧
野
崎
二
四
七
、
新
野
崎
九
〇

〜
九
一
）（
高
神
一
│
九
六
〜
九
七
）。

　（
7
）
大
橋
良
介
『
西
田
幾
多
郎

│
本
当
の
日
本
は
こ
れ
か
ら
と
存
じ
ま
す

│
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
一
一
一
頁
、
藤
田
正
勝
『
日
本
哲
学
史
』（
昭

和
堂
、
二
〇
一
八
年
）
二
一
八
頁
。

　（
8
）
上
田
閑
照
「
場
所
と
曼
荼
羅
」『
哲
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ
　
経
験
と
場
所
』（
岩
波

書
店
、二
〇
〇
七
年
）三
〇
三
〜
三
〇
四
頁
。上
田
閑
照
の
父
は
真
言
宗
の
大
僧
正
・

上
田
天
瑞
で
あ
る
。
上
田
天
瑞
『
戒
律
の
思
想
と
歴
史
』（
密
教
文
化
研
究
所
、
一

九
七
六
年
）
序
文
七
〜
八
頁
に
上
田
家
の
紹
介
が
あ
る
。

　（
9
）
栂
尾
祥
雲
『
曼
荼
羅
乃
研
究
』（
高
野
山
大
学
出
版
部
、
一
九
二
七
年
）、
石
田

尚
豊
『
曼
荼
羅
の
研
究
』（
東
京
美
術
、一
九
七
五
年
）
等
、
後
の
代
表
的
な
研
究
は
、

こ
の
解
釈
を
踏
襲
し
て
い
な
い
。

（
さ
か
も
と
・
し
ん
い
ち
、
近
現
代
日
本
思
想
史
、 

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

「
す
べ
て
が
そ
こ
か
ら
そ
こ
へ
」（
西
田
九
│
三
三
三
）
と
「
一
切
は
仏
に
出
で

て
、
又
た
一
切
は
仏
に
還
る
」（
高
神
五
│
一
〇
一
）
等
が
類
似
す
る
。

終
わ
り
に

　
空
海
は
「
密
蔵
は
深
玄
に
し
て
翰
墨
に
載
せ
難
し
。
更
に
図
画
を
仮
っ
て

悟
ら
ざ
る
に
開
示
す
」（
御
請
来
目
録
）
と
述
べ
る
。
高
神
は
同
様
に
「
宗

教
的
真
理
の
世
界
を
ば
未
悟
の
も
の
に
開
示
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
図
絵

な
ど
の
象
徴
に
よ
っ
て
こ
れ
を
芸
術
的
に
表
現
す
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
い

の
で
あ
る
」（
高
神
五
│
一
四
六
）
と
言
う
。

　
初
期
西
田
は
「
遂
に
何
等
の
新
ら
し
い
思
想
も
解
決
も
得
な
か
っ
た
」（
西

田
二
│
一
一
）
と
述
べ
、
一
度
は
行
き
詰
ま
っ
た
。
し
か
し
高
神
を
通
じ
て
密

教
か
ら
イ
メ
ー
ジ
学
的
思
考
を
手
に
入
れ
、「
場
所
的
に
云
は
ば
平
面
的
に

考
へ
る
」（
西
田
五
│
四
五
三
）
こ
と
で
新
た
な
展
開
を
可
能
に
し
た
。「
場

所
」
と
は
曼
荼
羅
に
由
来
す
る
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
稿
の
提
示
す
る
仮

説
で
あ
る
。

※
本
稿
で
利
用
し
た
全
集
、
選
集
、
遺
稿
集
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
西
田
幾
多
郎
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
〜
一
九
六
六
年
）

小
笠
原
秀
實
編
集
兼
発
行
『
無
窓
遺
稿
』（
一
九
二
〇
年
）（
旧
野
崎
）

野
崎
廣
義
『
懺
悔
と
し
て
の
哲
学
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
二
年
）（
新
野
崎
）

『
高
神
覚
昇
選
集
』（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
七
〜
一
九
七
八
年
）

『
真
言
宗
選
書
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
六
年
）

　（
1
）
そ
の
他
、「
本
学
教
授
文
学
士
・
故
野
崎
廣
義
先
生
略
伝
」『
智
山
学
報
』第
五
号
、

四
〇
〜
四
一
頁
の
間
の
頁
も
参
照
。

　（
2
）
『
智
山
学
報
』
第
三
号
（
興
風
会
、一
九
一
六
年
）、二
二
四
頁
で
は
野
崎
は「
講
師
」

で
あ
り
、
注
一
の
「
略
伝
」
で
は
「
教
授
」
で
あ
る
。


